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は 䛨 䜑 䛻 
 

 このᒚಟ内は䠈ᶓᅜ❧学理工学部の学生の䜏䛺䛥䜣䛜ᮏ学䛷のᤵᴗ科目をᒚಟする䛻䛒䛯り䠈ᚲせ䛺㡯を䜎と䜑䛯䜒

の䛷す。ᮏ学を༞ᴗする䜎䛷䠈この入学ᖺ度のᒚಟ内䛜䜏䛺䛥䜣のᒚಟ基‽と䛺り䜎すの䛷䠈⇍ㄞの䛖䛘ษ䛻ಖ⟶䛧䛶䛟䛰䛥

い。 

 理工学部䛷は䠈⮬䜙の専門分㔝䛻䛚䛡る専門能力と高い理性をᣢ䛱䠈ᗈ䛟分㔝の科学技術䛻目をྥ䛡る㐍取の⢭⚄䛻ᐩ

䜐ே材育成を目ⓗと䛧䛶い䜎す。䛭の䛯䜑䠈基盤ⓗ学術䛻㛵するᖜᗈい教育を取り入䜜䠈⮬䜙ㄢ㢟を᥈ồ䛧䠈ᮍ▱のၥ㢟䛻ᑐ䛧

䛶ᖜᗈいど㔝か䜙ᰂ㌾か䛴⥲合ⓗ䛺ุ᩿をୗ䛧䛶解Ỵ䛷䛝る䠈ୡ⏺䛻は䜀䛯䛟ே材の育成を目指䛧䛶い䜎す。このよ䛖䛺教育目

ᶆか䜙䠈理工学部䛷は䠈こ䜜䜎䛷の学部・学科䛻䛒䛳䛯⦪りのቨを取り㝖䛝䠈㛵㐃するே材育成分㔝を統合䛧䛶䠈機械・材料・海

洋系学科䠈化学・生命系学科䠈数物・電子情報系学科の3䛴の学科を設置䛧䛶い䜎す。䛥䜙䛻䠈学ኈの学位を䛘るㄢ⛬（教育プ

ログラム）を୰ᚰと䛧䛯教育を⾜䛖䛯䜑䛻䠈各学科は専門分㔝䛤と䛻」数の教育プログラム（EP 㻦 E㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚 P㼞㼛㼓㼞㼍㼙）か䜙構成䛥䜜

䛶䛚り䠈≉Ⰽ䛒る教育ㄢ⛬䛜用ព䛥䜜䛶い䜎す。 

 ᮏ学䛻䛚䛡るᤵᴗ科目は全学教育科目と学部教育科目とか䜙䛺䛳䛶䛚り䠈䛭䜜䛮䜜のᤵᴗ科目はᚲಟ科目䠈㑅ᢥᚲಟ科目䠈

㑅ᢥ科目䛻分㢮䛥䜜䛶各ᖺḟ䛻り䜙䜜䠈体系ⓗ䛻教育ㄢ⛬䛜⦅成䛥䜜䛶い䜎す。この子䛻はᤵᴗ科目のᒚಟ䛻ᚲせ䛺୍

⯡ⓗ㡯と䠈各学科・各教育プログラムの教育ㄢ⛬䠈学部教育科目のᒚಟ基‽➼䛜グ㍕䛥䜜䛶い䜎す。全学教育科目のᒚಟ䛻

䛴い䛶は䠈この子の䜋か䛻䠈䡞全学教育科目ᒚಟ内䡟をཧ⪃䛻䛧䛶ୗ䛥い。単位数➼のᒚಟ基‽は䠈ᙜヱ入学ᖺ度のᒚಟ基

‽䛜㐺用䛥䜜䜎す。 

 各ᤵᴗ科目の講⩏内ᐜは䠈㼃EB䛷の㜀ぴ䛜ྍ能䛷す。学ົ情報システムか䜙䛤ぴ䛟䛰䛥い。この୰䛻は䠈ᤵᴗ科目䛻㛵する基

ᮏ情報䠈ᢸᙜ教ဨ䛻㛵する情報䠈ᤵᴗの目ⓗ・内ᐜ・ᤵᴗ計⏬䠈教科᭩・ཧ⪃᭩䠈成⦼ホ౯の᪉ἲ䠈ᒚಟ᮲௳➼䛜グ㍕䛥䜜䛶い

䜎す。こ䜜䜙の内ᐜは䠈䜏䛺䛥䜣䛜⮬䜙の体性の䜒と䛻ཷ講科目を㑅定する㝿のཧ⪃㈨料䛷䛒るとྠ䛻䠈ẖ間のᤵᴗのண

習・習➼を⾜䛖㝿䛻༑分ᙺ❧䛶ること䛻より学習のຠᯝを高䜑䠈ᒚಟ計⏬を㡰ㄪ䛻㐙⾜する䛯䜑䛻ษ䛺䜒の䛷す。 

 䛺䛚䠈ᶓᅜ❧学䛷は 㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠 A㼢㼑㼞㼍㼓㼑 (㻳PA) ไ度䈜を導入䛧䠈䛥䜙䛻ᐇ䛧䛯教育を目指䛧䛶い䜎す。 
 

 

 

 

 

Ϩ㸬༢ࡢᒚಟ᪉ἲ 

 

1. ༢ࡢᇶ‽ 

 ᶓᅜ❧学学๎䛷は䠈�単位のᤵᴗ科目䛜䛄��間の学ಟをᚲせとする内ᐜをᣢ䛳䛶構成することをᶆ‽䛅と定䜑䜙䜜䛶いる。

理工学部䛷は䠈ᤵᴗ間እ䛻ᚲせ䛺ண習と習の間䜒⪃៖䛻入䜜䠈䛭のᤵᴗ科目䛻応䛨䛶ḟの㏻りの基‽䛷計算する。䛯䛰

䛧䠈単位を計算するୖ䛷の�間は��分と䛧䠈ᤵᴗ間ୖの�㝈は2間（��分）とする。 

 

(1) 講⩏ཬ䜃演習䛻䛴い䛶は䠈1㻡間のᤵᴗを䜒䛳䛶1単位とする。䛯䛰䛧䠈演習䛻䛴い䛶は䠈3㻜間のᤵᴗを䜒䛳䛶1単位とする

䜒の䜒䛒る。 

(2) ᐇ㦂䠈ᐇ習ཬ䜃ᐇ技䛻䛴い䛶は䠈3㻜間のᤵᴗを䜒䛳䛶1単位とする。䛯䛰䛧䠈学部教育科目のᐇ㦂ཬ䜃ᐇ習䛻䛴い䛶は䠈

4㻡間のᤵᴗを䜒䛳䛶1単位とする䜒の䜒䛒る。 

(3) 講⩏䠈演習䠈ᐇ㦂䠈ᐇ習ཪはᐇ技の䛖䛱2௨ୖの᪉ἲのే用䛻より⾜わ䜜る䜒のは䠈䛭の組䜏合わ䛫䛻応䛨䠈(1)䠈(2)の基‽を

⪃៖䛧䛶算定䛧䛯間のᤵᴗを䜒䛳䛶1単位とする。 

 

䈜㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠 A㼢㼑㼞㼍㼓㼑 (㻳PA) ไ度とは 

成⦼のランク䛻数್ (㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠) を䛘䠈䛭の数್と単位数の積を取䛳䛶㊊䛧合わ䛫䠈ᒚಟをⓏ㘓䛧䛶䛒䛳䛯

単位数の䛷ること䛻より算ฟ䛥䜜䛯ᖹᆒ್を୍⯡䛻㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠 A㼢㼑㼞㼍㼓㼑 (㻳PA) と䜃䜎す。この数್は䠈

学生の䜏䛺䛥䜣䛜⮬䜙の学ಟのᵝ子をᢕᥱするとඹ䛻䠈䜏䛺䛥䜣を⣽か䛟指導すること䛻ᙺ❧䛶䜙䜜䜎す。䜰䝯䝸

䜹を୰ᚰ䛻ᅜ㝿ⓗ䛻ᗈ䛟᥇用䛥䜜䛶いるไ度䛷す䛜䠈全学つᶍ䛷᥇用䛧䠈༞ᴗの᮲௳と䛧䛶用いるのはᅜ❧

学䛷はᮏ学䛜ึ䜑䛶䛷す。 

各
学
科
共
通
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�. ༞ᴗࡢせ௳ཬࡧ༞ᴗ◊✲㛤ጞࡢᇶ‽ 

 ௨ୗの4㡯目す䜉䛶を‶䛯すሙ合䛻༞ᴗ䛜ㄆ定䛥䜜䠈学ኈの学位䛜ᤵ䛥䜜る。༞ᴗ◊✲開ጞ➼の䛯䜑の基‽は䠈各学科・各

教育プログラム䛻より定䜑䜙䜜䛶いる。 

(1) ᮏ学部䛻4ᖺ௨ୖᅾ学䛧䛶いること（⦅入学を䛧䛯⪅䠈入学๓䛻ᮏ学䛻䛚い䛶科目➼ᒚಟ生と䛧䛶୍定の単位をಟ得䛧䛶い

る⪅を㝖䛟）。 

(2) 各学科・各教育プログラム䛻より定䜑䜙䜜䛶いる༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目を124単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

(3) 各学科・各教育プログラム䛻より定䜑䜙䜜䛶いる༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の䛖䛱䠈ᒚಟⓏ㘓䛧䛯す䜉䛶の科目の㻳PA䛜2㻚㻜௨

ୖ䛷䛒ること。 

(4) ༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁䛧䛶いること。 

 䛺䛚䠈ୖグ䛻かかわ䜙䛪䠈ᮏ学部䛻3ᖺ௨ୖᅾ学䛧䠈༞ᴗのせ௳と䛧䛶ᮏ学部䛜定䜑るᤵᴗ科目ཬ䜃単位数をᴟ䜑䛶ඃ⚽䛺成

⦼䛷ಟ得䛧䠈༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁䛧䛯⪅䛻䛴い䛶は䠈4ᖺᮍ‶のᅾ学ᮇ間䛷༞ᴗ䛜ㄆ定䛥䜜るไ度䛜䛒る。この᪩ᮇ༞ᴗのせ௳は䠈

各学科・各教育プログラム䛻より定䜑䜙䜜䛶いる。 

 䜎䛯䠈᪩ᮇ༞ᴗとはู䛻䠈成⦼䛜ᴟ䜑䛶ඃ⚽䛺学生は䠈3ᖺḟ䛻学㝔の入学ヨ㦂をཷ㦂䛧䠈学㝔䛻㣕䜃入学するไ度䛜䛒

る。ヲ⣽は䠈各学科・各教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 

 

�. ᤵᴗ⛉┠について 

 ᮏ学䛻䛚䛡るᤵᴗ科目は䠈全学教育科目ཬ䜃学部教育科目䛻ู䛥䜜る。 

 全学教育科目は䠈基礎科目䠈እᅜㄒ科目䠈ᗣス䝫ー䝒科目䠈グローバル教育科目ཬ䜃イ䝜䝧ーシ䝵ン教育科目か䜙䛺る。 

 学部教育科目は䠈基礎演習科目䠈専門基礎科目䠈ཬ䜃専門科目か䜙䛺る。 

 䜎䛯䠈ᶓᕷ内の学䛻䛚䛡るᤵᴗをᒚಟ䛧䛶取得䛧䛯単位を䠈ᮏ学の単位と䛧䛶ㄆ定するไ度䜒䛒る。こ䜜䜙のヲ⣽は後㏙す

る。 

 こ䜜䜙の科目は基ᮏⓗ䛻䠈1ᖺ間を学ᮇと⛅学ᮇの2䛴の学ᮇ䛻分䛡る䝉䝯ス䝍ーไ䛷ᐇする。䛯䛰䛧୍部䛻は䠈1ᖺ間を㻢

䛴の䝍ーム䛻分䛡る䝍ームไ䛷開講する科目䜒䛒るの䛷ὀពすること。 

 科目䝘ンバ䝸ングไ度と䛧䛶各科目䛻はᤵᴗの㞴᫆度䜔ᒚಟ㡰序➼䛻応䛨䛯≉定のグྕと␒ྕ䛜䛥䜜䛶いる。ᒚಟ䛜ᮃ䜎

䛧い㓄ᙜᖺḟ䜔ᒚಟの流䜜を♧す䜒の䛷䛒り䠈䝘ンバ䝸ング䝁ー䝗はᤵᴗ概せ（シラバス）䛷確ㄆすること。 

  

ᤵᴗレ䝧ル 学生䛜㌟䛻䛡る能力 ᑐ㇟ㄢ⛬ 

����␒ྎ 

ึᖺḟ・導入科目 

䖃学部生と䛧䛶䠈䜎䛯社会の୍ဨと䛧䛶基ᮏⓗ䛺▱㆑と教㣴䠈ⱥㄒ力を㌟䛻䛡る 

䖃学部教育䛻ᚲせ䛺▱㆑を㌟䛻䛡る 

 

学ኈㄢ⛬ 

（学部） 2���␒ྎ 

基礎・基盤科目 

䖃学部教育の専門▱㆑を基礎・基盤と䛧䛯ᛮ⪃力䠈造力䠈ⱥㄒ力を㌟䛻䛡る 

䖃ⱥㄒ௨እのእᅜㄒ力を㌟䛻䛡る 

����␒ྎ 

ᒎ開・ᐇ㊶科目 

䖃学部教育䛷ᒎ開ཪはᐇ㊶する▱㆑とᖜᗈい教㣴䠈ㄒ学力䠈表現力を㌟䛻䛡る 

䖃専門分㔝ཬ䜃㛵㐃するの分㔝䛻䛚䛡る▱㆑を㌟䛻䛡る 

 

�. ᤵᴗᴫせについて 

 教育ㄢ⛬䛻䛚い䛶䠈䛹のᤵᴗ科目をᒚಟするかは学生の体性䛻ጤ䛽䜙䜜䛶いる䛜䠈学䛻䛚䛡る学ಟの内ᐜをᕥྑするᴟ

䜑䛶㔜せ䛺䛷䛒る。䛭こ䛷ᮏ学䛷は䠈全䛶のᤵᴗ科目を⥙⨶䛧䛯䛂ᤵᴗ概せ䛃（シラバス）を電子化䛧䛶බ開䛧䛶いる。このᤵ

ᴗ概せの୰䛻は䠈ᤵᴗ科目䛻㛵する基ᮏ情報䠈ᢸᙜ教ဨ䛻㛵する情報䠈ᤵᴗの目ⓗ・内ᐜ・ᤵᴗ計⏬䠈教科᭩・ཧ⪃᭩䠈ᒚಟ目

ᶆ䠈成⦼ホ౯の基‽䠈ᒚಟ᮲௳➼䛜グ㍕䛥䜜䛶いる。 

 ᤵᴗ概せは䠈㼃EB䛷の㜀ぴ䛜ྍ能䛷䛒る。学ົ情報システムか䜙㜀ぴすること。 

 学生は䠈ᤵᴗ概せを๓䛻よ䛟ㄞ䜣䛷䠈⮬䜙の体性の䜒と䛻ཷ講計⏬を❧䛶ること。䜎䛯ල体ⓗ䛺ᤵᴗ計⏬➼䜒᭩か䜜䛶いる

の䛷䠈ẖ㐌のᤵᴗをཷ䛡る㝿䛻ᚲせ䛺‽ഛ䠈ண習䠈習䛻䜒༑分䛻ά用すること䛻より䠈学ಟのᐇຠを高䜑䠈ᒚಟ計⏬を㡰ㄪ䛻

㐙⾜すること䛜ᮇᚅ䛥䜜る。 
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�. ᤵᴗ⛉┠ࡢᒚಟᡭ⥆ࡁについて 

(1)ᒚಟୖのὀព 

 学生は䠈ᤵᴗ科目をᒚಟ䛧ᡤ定の単位をಟ得する䛻䛒䛯䛳䛶䠈䛒䜙か䛨䜑ᒚಟ䛧よ䛖とするᤵᴗ科目をⓏ㘓䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。

このᡭ⥆䛝（ᒚಟⓏ㘓）は䠈ᤵᴗ間表䛻基䛵い䛶ᒚಟ科目をỴ定䛧䠈ᡤ定のᮇ間内䛻䝟ー䝋䝘ル䝁ン䝢䝳ー䝍➼の情報端ᮎ

を䛳䛶学ົ情報システムか䜙Ⓩ㘓すること䛻よ䛳䛶⾜䛖。ᒚಟⓏ㘓を⾜わ䛪䛻ᤵᴗ䛻ฟᖍ䛧䛶䜒䠈成⦼・単位をಟ得することは䛷

䛝䛺い。 

ὀព㡯 

(ϸ) ᒚಟⓏ㘓は䠈学ᮇཬ䜃㏻ᖺ開講科目䛻䛴い䛶は学ᮇ䛻䠈⛅学ᮇ開講科目䛻䛴い䛶は⛅学ᮇの䛭䜜䛮䜜指定䛥䜜䛯

ᮇ間内䛻⾜䛖こと。こ䜜䜙指定のᮇ᪥௨後のᒚಟ科目の㏣ຍ䠈ゞṇཬ䜃ኚ᭦はㄆ䜑䛺い。 

(Ϲ) ᒚಟⓏ㘓䛧䛶い䛺いᤵᴗ科目のᒚಟはㄆ䜑䛺い。 

(Ϻ) ྠ୍᭙᪥のྠ୍㝈䛻⾜わ䜜る2科目௨ୖのᤵᴗ科目を㔜」䛧䛶ᒚಟすることはㄆ䜑䛺い。 

(ϻ) クラス指定䛥䜜䛶いるᤵᴗ科目は䠈指定䛻ᚑいᒚಟすること。 

(ϼ) 教ᐊᐜேဨを㉸䛘る全学教育科目䛷は䠈ཎ๎と䛧䛶ᒚಟㄪᩚを⾜䛖。 

(Ͻ) ᒚಟไ㝈の䛒る科目䛷は䠈ᒚಟ䛜チྍ䛥䜜䛯学生௨እのᒚಟをㄆ䜑䛺い。 

(Ͼ) 単位をಟ得䛧䛯ᤵᴗ科目のᒚಟは䛷䛝䛺い。 

（䛯䛰䛧䠈እᅜㄒ科目・ᗣス䝫ー䝒科目䛻䛴い䛶は全学教育科目ᒚಟ内の指♧䛻ᚑ䛖こと。） 

(Ͽ) 学部学部教育科目䠈学科ᤵᴗ科目をᒚಟ䛧よ䛖とするሙ合䛻は䠈学科・教育プログラム䛻よりᑐ応䛜␗䛺るの䛷䠈ᒚಟⓏ

㘓䛻先❧䛱䠈各学科・各教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻ၥい合わ䛫䠈指♧䛻ᚑ䛖こと。 

(Ѐ) ᶓᕷ内学間単位科目ཬ䜃ᨺ㏦学単位科目をᒚಟするሙ合䛻は䠈学科・教育プログラム䛻よりᑐ応䛜␗䛺る

の䛷䠈ᒚಟⓏ㘓䛻先❧䛱䠈各学科・各教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻ၥい合わ䛫䠈指♧䛻ᚑ䛖こと。 

(Ё) እᅜㄒ科目ཬ䜃ᗣス䝫ー䝒科目をᒚಟするሙ合は䠈䛭䜜䛮䜜の科目のᒚಟ᪉ἲの指♧䛻ᚑいᒚಟすること。 

(䊰) 各学科・各教育プログラム䛷定䜑䜙䜜䛯ᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈の⠊ᅖ内䛷ᒚಟすること。 

(2)ᒚಟⓏ㘓᪥⛬ 

 ᒚಟⓏ㘓を⾜䛖⪅は䠈各学ᮇึ䜑のᒚಟⓏ㘓ᮇ間䛻学ົ情報システムよりⓏ㘓䛧䠈確ㄆᮇ間・ゞṇᮇ間୰䛻ᚲ䛪Ⓩ㘓䛧䛯科目

の確ㄆを䛧䛶䠈ゞṇ䛜䛒るሙ合は䠈ᮇ間୰䛻ゞṇを⾜䛖こと。 

 ᒚಟⓏ㘓᪥⛬は䠈ᒚಟᡭ⥆の䝣ロー䝏䝱ート䛷ᚲ䛪確ㄆすること。ヲ⣽は学ᮇのึ䜑䛻䛂ᤵᴗᨭシステム䛃䠈䛂学生ᥖ♧ᯈ䛃䜎

䛯は䛂学生情報システム䛃の䛖䛱い䛪䜜かの᪉ἲ（௨ୗ䛂ᥖ♧䛃とい䛖）䛻䛶࿘▱するの䛷ὀពすること。 

 

�. 学ᴗᡂ⦼について 

(1) 学ᴗ成⦼はヨ㦂の成⦼䠈レ䝫ート䛺䛹を⪃៖䛧䛶Ỵ定䛥䜜る。 

ᒚಟⓏ㘓䛧䛯科目䛻䛴い䛶は䠈ཎ๎と䛧䛶す䜉䛶の講⩏䛻ฟᖍすること。 

ཎ๎と䛧䛶௨ୗの基‽䛻ἢ䛳䛶成⦼ホ౯は⾜わ䜜る。 

1㻚 成⦼ホ౯の᪉ἲは䠈シラバスのグ㍕をཧ↷すること。 

2㻚 成⦼ホ౯の基‽は䠈シラバス䛻グ㍕䛥䜜るᒚಟ目ᶆ䠈฿㐩目ᶆ䛻ᚑいୗ表䛻よる。 

成⦼ホ౯の基‽表 

成⦼グレー䝗 ⚽ ඃ Ⰻ ྍ ྍ 

基‽ 

ᒚಟ目ᶆを㉺䛘

䛯レ䝧ルを㐩成

䛧䛶いる 

ᒚಟ目ᶆを㐩成

䛧䛶いる 

ᒚಟ目ᶆと฿㐩

目ᶆの間䛻䛒る

レ䝧ルを㐩成䛧

䛶いる 

฿㐩目ᶆを㉺䛘

䛯レ䝧ルを㐩成

䛧䛶いる 

฿㐩目ᶆを㐩成

䛷䛝䛶い䛺い 

ᒚಟ目ᶆ䠖ᤵᴗ䛷ᢅ䛖内ᐜ（ᤵᴗの䛽䜙い）を♧す目ᶆ。より高度䛺内ᐜは⮬ⓗ䛺学ಟ䛷㌟䛻䛴䛡ることをᚲせと䛧䛶いる。 

฿㐩目ᶆ䠖ᤵᴗをᒚಟ䛧䛯ே䛜᭱ప㝈㌟䛻䛴䛡る内ᐜを♧す目ᶆ。ᒚಟ目ᶆを㐩成する䛻は䠈䛥䜙䛺る学ಟをᚲせと䛧䛶いる

ẁ㝵。 

 

 

 

各
学
科
共
通



4
 

(2) ᮏ学䛷は㻳PA (㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠 A㼢㼑㼞㼍㼓㼑) ไ度䛜導入䛥䜜䛶いる。 

㻳PA は䛭䜜䛮䜜のホ౯䛻㻳P (㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠) を䛘䠈学生ಶ䚻の༞ᴗせ௳のᑐ㇟と䛺るᒚಟ科目の㻳P䛻䛭の科目の単位数をか

䛡䠈䛭の⥲をヱᙜするᒚಟⓏ㘓科目の⥲単位数䛷㝖すること䛻よ䛳䛶算ฟする。 

 

ホ౯ 㻳㼞㼍㼐㼑 P㼛㼕㼚㼠 ホ౯Ⅼ 

㻳PA 䠙  
 䃂（㻳P㽢単位数） 

⚽ 4㻚㻡 1㻜㻜㻙㻥㻜 Ⅼ 

ඃ 4 㻤㻥㻙㻤㻜 Ⅼ 

Ⰻ 3 㻣㻥㻙㻣㻜 Ⅼ （ᒚಟⓏ㘓単位数）
䈜

 

ྍ 2 㻢㻥㻙㻢㻜 Ⅼ 

ྍ 㻜 㻡㻥 Ⅼ௨ୗ 

䈜㻳Pのᑐ㇟と䛺る科目の単位数の⥲計を指す。 

㻳P㼀䛻䛴い䛶 

科目のホ౯䛻㻳Pを䛘䠈学生ಶ䚻の༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の㻳P䛻䛭の科目の単位数をか䛡䠈䛭䜜䜙の⥲を㻳P㼀とする。 

㻳P㼀 䠙 䃂（㻳P㽢単位数） 

 

(3) ホ౯䛜䡞ྍ䡟䛷䛒るሙ合䛻㝈りᒚಟすること䛜䛷䛝る。ᒚಟを⾜䛳䛯ሙ合䠈成⦼ཬ䜃単位数はᒚಟ後の䜒の䛜᥇用䛥

䜜る。 

(4) 学・高専䛺䛹䛻䛶ᒚಟ䛧䠈ᮏ学䛻䛚い䛶ㄆ定䛥䜜䛯科目の単位は䠈㻳PAの計算䛻ྵ䜎䜜䛺い。ヲ⣽は䠈各学科・各教育

プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること。 

(㻡) ᒚಟⓏ㘓䛷䛝る単位数䛻はୖ㝈䠈ୖ㝈⦆䛜設䛡䜙䜜䛶いるの䛷䠈各学科・各教育プログラムの指♧䛻ᚑ䛖こと（ୖ㝈⦆は

▷ᮇὴ㐵␃学を⾜䛳䛯ሙ合䛻䜒㐺用䛥䜜るሙ合䛜䛒る䛯䜑䠈␃学๓䛻教ົᢸᙜ教ဨ䛻┦ㄯすること）。ᒚಟは䠈このୖ㝈のᯟ

内䛷⾜䛖こと。䜎䛯䠈全学教育科目のᒚಟⓏ㘓䛻は䠈ู䛻ୖ㝈䛜設定䛥䜜䛶いるの䛷䠈ᒚಟの㝿はὀពすること（全学教育科目ᒚ

ಟ内をཧ↷のこと）。 

(㻢) ᒚಟⓏ㘓は䠈指定䛥䜜䛯ᮇ間内䛻ᚲ䛪⾜䛖こと。䛥䜙䛻ᒚಟⓏ㘓内ᐜをᚲ䛪確ㄆすること。㻳PAはᒚಟⓏ㘓科目の単位数䛜

ᙳ㡪するの䛷䠈ᚲ䛪指定䛥䜜䛯ᮇ間内䛻ᡭ⥆䛝を⤊䛘ること。指定ᮇ᪥௨㝆䛻ᮏேの確ㄆ㊊➼の理⏤䛷ᒚಟⓏ㘓科目のゞṇ

を⏦䛧ฟ䛶䜒ㄆ䜑䜙䜜䛺いの䛷ὀពすること。 

(㻣) ᒚಟⓏ㘓後䠈内ᐜ䛜ணと␗䛺䛳䛶い䛯➼の理⏤䛷ᒚಟを取り䜔䜑るሙ合は䠈指定䛥䜜䛯ᒚಟⓏ㘓科目䜻䝱ン䝉ルᮇ間䛻

学ົ情報システムか䜙ฎ理を⾜䛖こと。このሙ合䠈䜻䝱ン䝉ル䛧䛯科目の単位数はᒚಟⓏ㘓䛧䛯単位数か䜙ᕪ䛧ᘬか䜜る。この指

定ᮇ᪥௨後の䜻䝱ン䝉ルはㄆ䜑䛺い。 

(㻤) ᗣス䝫ー䝒演習Bを3単位（海洋空間のシステムデザインEPは㻡単位）௨ୖᒚಟ䛧䛯ሙ合䠈㻳PAの計算䛻䛚い䛶は分ẕ䛻2

単位（4単位）を䠈分子䛻は成⦼のⰋい᪉か䜙2単位（4単位）分の成⦼䛜計算䛥䜜る。 

(㻥) 学ᴗ成⦼䠈ಟ得単位数ཬ䜃㻳PAは学ົ情報システム䛷確ㄆすること。学ᮇの成⦼は1㻜᭶1᪥䠈⛅学ᮇの成⦼は4᭶のᤵᴗ

開ጞ᪥か䜙㜀ぴྍ能と䛺るண定。ヲ⣽はᥖ♧を確ㄆすること。 

(1㻜) 科目のᒚಟ䜔成⦼䛻䛴い䛶分か䜙䛺いことは䠈理工学部教ົಀ䜎䛯は各学科・各教育プログラムの教ົᢸᙜ教ဨ䛻ၥい合

わ䛫䛶確ㄆすること。 

 

�. 学ᮇᮎヨ㦂について 

(1) ヨ㦂㐌間はཎ๎と䛧䛶ḟのと䛚りとする。 

  学ᮇᮎヨ㦂㐌間䈈䈈㻣᭶ୗ᪪䡚㻤᭶ୖ᪪ 

  ⛅学ᮇᮎヨ㦂㐌間䈈䈈2᭶ୖ᪪䡚2᭶୰᪪ 

(2) ヨ㦂㐌間内䛻䛚䛡るヨ㦂のᐇは䠈ཎ๎と䛧䛶ᤵᴗ間表䛻定䜑䜙䜜䛯䠈᭙᪥䠈㝈䛻䛚い䛶ᙜヱᤵᴗ科目䛻䛴い䛶⾜

䛖。 

(3) ヨ㦂㐌間୰は䠈ヨ㦂ᐇ௨እの科目のᤵᴗはཎ๎と䛧䛶ఇ講とする。 

(4) ヨ㦂ᐇ科目䛻㛵する㐃⤡㡯は䠈ヨ㦂㐌間開ጞ᪥の1㻜᪥๓䛻ᥖ♧する。 

(㻡) ཷ㦂の㝿は䠈学生ドをᮘୖ䛻ᥦ♧すること。 

(㻢) 学ᮇᮎヨ㦂䛻代䛘䛶䠈レ䝫ートᥦฟをㄢすこと䛜䛒る。レ䝫ート➼のᥦฟ間の指定の䛺い䜒のは䠈㻤4㻜分か䜙1㻢3㻜分と

する。䛺䛚䠈ᥦฟᮇ㝈䛻㐜䜜䛯䜒のはཷ理䛧䛺い。 

(㻣) ཷ㦂୰のṇ⾜Ⅽ䠈レ䝫ートの✼➼は䠈学๎➨㻢1᮲䛻よりᠬᡄฎ分とする。 
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(㻤) ヨ㦂・レ䝫ート➼のὀព㡯はḟのと䛚り䛷䛒る。 

1．ヨ㦂間表は䠈㏻ᖖ⾜䛳䛶いるᤵᴗ間表と᭙᪥䠈㝈䠈教ᐊ䛜␗䛺ること䛜䛒るの䛷ὀពすること。 

2．ヨ㦂は指定䛥䜜䛯教ᐊ䛷ཷ䛡ること。（」数の教ᐊ䛷ᐇする䜒の䜒䛒る。） 

3．ヨ㦂୰はᚲ䛪䠈学生ドをᮘୖのぢ䜔すいところ䛻ฟ䛧䛶䛚䛟こと。学生ドをᛀ䜜䛯⪅はཷ㦂䛷䛝䛺い。䜒䛧学生ドをᛀ䜜䛯

ሙ合は理工学部教ົಀ䛷ᙜヱ科目の௬ཷ㦂チྍド᫂᭩を䛧䠈ヨ㦂をཷ䛡ること。 

4．⟅䛻は学科名䠈学⡠␒ྕ䠈学ᖺ䠈ཬ䜃Ặ名をᚲ䛪グ入すること。 

㻡．㐜้は䠈≉ู䛺情䛜䛒るሙ合䛻㝈り䠈ヨ㦂開ጞ後2㻜分䜎䛷入ᐊをㄆ䜑ること䛜䛒る。㏥ᐊはヨ㦂開ጞ後3㻜分௨後䛷䛺䛡

䜜䜀䛷䛝䛺い。 

㻢．ヨ㦂┘╩⪅䛻よるὀព㡯➼の指♧䛻ᚑ䛖こと。（㐣ཤ䠈ὀព㡯を⪺䛝₃䜙䛧䛶䛧䜎い䠈᭱⤊ⓗ䛻ṇ⾜Ⅽとุ᩿䛥䜜䠈ᠬ

ᡄฎ分をཷ䛡䛯䜿ース䜒䛒る。） 

㻣．ḟのことをするとṇ⾜Ⅽと䛺る。ṇ⾜Ⅽは学๎➨㻢1᮲ཬ䜃学生のᠬᡄ䛻㛵するつ๎䛻ᚑい䠈ᠬᡄฎ分（㏥学䠈学䠈カ

࿌）を⾜䛖。㏥学ཪは学のᠬᡄฎ分をཷ䛡䛯学生䛻䛴い䛶は䠈ᙜヱ学ᮇのᒚಟⓏ㘓の単位をす䜉䛶ἐする。 

1．ヨ㦂 

(1) ㌟代わりཷ㦂 

(2) 䜹ンニングすること。ཪは䛭のᡭຓ䛡をすること。 

(3) 解⟅開ጞの指♧の๓䛻解⟅をጞ䜑ること。 

(4) ヨ㦂間୰䛻用をㄆ䜑䜙䜜䛶い䛺いᦠᖏ電ヰ䠈ス䝬ート䝣䜷ン䠈⭎計 

ᆺ端ᮎ䠈電子㎡᭩䠈㻵㻯レ䝁ー䝎ー➼の電子機ჾ㢮を用すること。（㌟䛻䛡 

䛶い䛯り䠈か䜀䜣䜔⿄の୰௨እ䛷ಖ⟶䛧䛶い䛯ሙ合䜒ྠᵝとする。） 

(㻡) ヨ㦂間୰䛻用をㄆ䜑䜙䜜䛶い䛺い定つ䠈䝁ン䝟ス䠈電༟➼の⿵ຓලを 

用すること。 

(㻢) 解⟅⤊の指♧の後䜒解⟅を⥆䛡ること。 

(㻣) ヨ㦂┘╩⪅の指♧䛻ᚑわ䛺いこと。 

2．レ䝫ート➼（学ᮇᮎのレ䝫ートㄢ㢟䛻㝈䜙䛪䠈学ᮇ୰䛻ㄢ䛥䜜るレ䝫ートㄢ㢟 

䜒ྵ䜎䜜る。） 

(1) レ䝫ート䛻䛚䛡る┐用・✼⾜Ⅽ（䈜） 

䈜ேの╔（䜰イデ䜱䜰）䜔ពぢ䠈ぢ解➼を䜎る䛷⮬分䛜⊂⮬䛻⪃䛘䛯䜒の 

䛷䛒るかのよ䛖䛻ᢅ䛖こと。ேのⴭస物の┐用䠈ᐇ㦂䜔ㄪᰝ結ᯝのデー䝍の 

ᤐ造䛺䛹。 

㻤．㝶間の㏣ຍ・ゞṇをᥖ♧するの䛷ὀពすること。 

 

�. ㏣ヨ㦂について 

 ḟの(䡭)䡚(䡰)䛻ヱᙜする理⏤䛻より学ᮇᮎヨ㦂ᮇ間内䛻⾜わ䜜䛯ヨ㦂科目をཷ㦂䛷䛝䛺か䛳䛯ሙ合䛻は䠈䛭の科目䛻䛴い䛶

㏣ヨ㦂を⏦ㄳすること䛜䛷䛝る。 

(䡭) ᮏேの䜎䛯は㈇യ（་ᖌのデ᩿᭩をᚲせとする） 

(䡮) ୧ぶ䜎䛯はྠᒃのぶ᪘のṚஸ（ᐇを確ㄆ䛷䛝る᭩㢮をᚲせとする） 

(䡯) ㏻機㛵のⴭ䛧い㐜ᘏ・㐠ఇ（ᐇをド᫂する᭩㢮をᚲせとする） 

(䡰) 䛭の䠈学部㛗䛜䜔䜐を得䛺い理⏤䛜䛒るとㄆ䜑䛯と䛝（理⏤をㄝ᫂するᩥ᭩をᚲせとする） 

㏣ヨ㦂の⏦ㄳは䠈௨ୗのせ㡿䛻ᚑ䛖こと。㏣ヨ㦂のྍྰ䠈ᐇ᪥䠈ᐇ᪉ἲ䛺䛹は䠈㏣䛳䛶⏦ㄳ⪅䛻㐃⤡䛥䜜る。 

䛺䛚䠈⏦ㄳ䛧䛯㏣ヨ㦂䛜ཷ㦂䛷䛝䛺か䛳䛯ሙ合䛻は䠈度の㏣ヨ㦂は⾜わ䛺い。 

・⏦ㄳᮇ㝈䠖理工学部学ᮇᮎヨ㦂ᮇ間⤊後の⩣᪥の1㻣䜎䛷 

䛺䛚䠈ヨ㦂⤊᪥の⩣᪥䛜ఇ᪥のሙ合䛻は䛭の⩣᪥䜎䛷 

・⏦ㄳ❆ཱྀ䠖理工学部教ົಀ 

・⏦ㄳ᪉ἲ䠖㏣ヨ㦂⏦ㄳ᭩とే䛫ᚲせ᭩㢮をᥦฟすること。 

ᮏே䛜┤接❆ཱྀ䛻ᣢཧ䛷䛝䛺いሙ合䛻は代理ே䜔電子䝯ール䛻よる⏦ㄳ䜒ྍ能䛷䛒る。ヲ⣽はᢸᙜ❆ཱྀ䜈ၥい合わ䛫ること。 
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�. ���1 ᖺᗘࢡラࢫ⦅ᡂ 

 

1ᖺ生クラス⦅成 

学科 
基ᮏ 

クラス名 

学科 

クラス名 

教育プログラム 

（EP） 

教育プログラム 

クラス名 
ⱥㄒᐇ習 

機械・材料・海洋系

学科 
A A1䠈A2 

機械工学 EP A㼙1䠈A㼙2䠈A㼙㼑1䠈A㼙㼑2 

ู㏵ᥖ♧䛒り 

材料工学 EP A㼙2 

海洋空間のシステム

デザイン EP 
（クラス名設定無） 

化学・生命系学科 㻯 
㻯㼎1䠈㻯㼎2 

㻯㼠1䠈㻯㼠2䠈㻯㼠3 

化学 EP 

（クラス名設定無） 化学応用 EP 

バイ䜸 EP 

数物・電子情報系

学科 
㻲 （クラス名設定無） 

数理科学 EP 㻲㼙 

物理工学 EP 㻲㼜1䠈㻲㼜2 

電子情報システム EP 㻲㼑1䠈㻲㼑2 

情報工学 EP 㻲㼕1䠈㻲㼕2 

䈜指定௨እのクラス䛷ᒚಟⓏ㘓をするとエラー䛻䛺る科目䛜䛒るの䛷䠈クラス分䛡をᚲ䛪Ᏺること。 

 

 

1�. ㌿ (3 について 

 ྠ୍学科内の各教育プログラム（EP）間䛷䠈ᡤ定の数のᕼᮃ⪅䛻䛴い䛶䠈2ᖺḟ㐍⣭䛻専攻する教育プログラムをኚ᭦するこ

と䛜䛷䛝る。こ䜜は䠈ᮏேのᕼᮃと1ᖺḟの成⦼䛻基䛵い䛶⾜わ䜜る。 

 ㌿EPをᕼᮃするሙ合は䠈㌿EP㢪をᥦฟするᚲせ䛜䛒る。（ᥦฟᮇ➼䛻䛴い䛶は䠈ᥖ♧䛷࿘▱する䛯䜑ᚲ䛪確ㄆすること。） 

䈜㌿EPのㄪᩚ᪉ἲ 

(1) ㌿EPのㄪᩚは各学科䛜ᐇ䛧䠈教ົጤဨ会䛷ᑂ㆟䛧䠈教ᤵ会䛷Ỵ定する。 

(2) ㌿EPは䠈ྠ䛨学科内の教育プログラム間の⛣ືをᑐ㇟と䛧䠈学科を㉺䛘䛯⛣ືはᑐ㇟と䛧䛺い。 

(3) 1ᖺḟの㻳P㼀䛜㻥㻜௨ୖ䛷䛒り䠈か䛴㻳PA䛜各EPのເ集ேဨのୖ位1㻛3の䜒のを有㈨᱁⪅とする。 

(4) 有㈨᱁⪅の䛺か䛷䠈㌿EPをᕼᮃする䜒のをᑐ㇟とする。 

(㻡) 1ᖺḟの㻳PA㡰䛻ୖ位のᕼᮃ⪅か䜙䠈全䛶のᕼᮃ⪅䛻䛴い䛶EPの⛣ື先とEP䛤とのᡤ属学生数を確ㄆする。 

(㻢) EPᡤ属学生数䛜䠈各EPのເ集ேဨの䠉1㻜㻑か䜙䠇1㻜㻑のチᐜኚືᖜ䛻⣡䜎る⠊ᅖ䛷䠈㌿EP䛷䛝るよ䛖䛻ㄪᩚする。 

(㻣) ㌿EPの機会はᅾ学୰1回䛰䛡と䛧䠈入学後1ᖺ䛜⤊䛧䛯Ⅼ（2ᖺḟ㐍⣭）とする。 

(㻤) 1ᖺḟ䛻ఇ学䛧䛯ሙ合䠈学後1回の䜏㌿EPの機会を䛘る。 

(㻥) 2ᖺḟ௨㝆䛻⦅入学䛧䛯学生は㌿EPのᑐ㇟እとする。 

(1㻜) ㌿学科䠈㌿学部を⾜䛳䛯学生は㌿EPのᑐ㇟እとする。 
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11. 理工学部副専攻プログラムについて 

理工学部䛷は䠈学生䛜ᒚಟする教育プログラム（専攻プログラム）䛷の科目ᒚಟ䛻ຍ䛘䠈ᗈ䛟分㔝の科学技術䛻目をྥ䛡

る㐍取ⓗ⢭⚄のᾰ㣴と䠈᪂䛯䛺る▱㆑のᆅᖹをษり開䛝䛴䛴䛭こ䛻内ⶶ䛥䜜るㄢ㢟を᥀り㉳こす能力を☻䛟䛯䜑䠈䛒る専門㡿ᇦの

㢟䛻ἢ䛳䛶設計䛥䜜䛯学部内ᶓ᩿ⓗ䛺教育プログラム（理工学部副専攻プログラム）を学ಟすることを᥎ዡする。理工学部副専

攻プログラム䛻䛴い䛶䠈ู䛻定䜑䜙䜜䛯ᤵᴗ科目24単位を取得䛧䠈䛒る体系の▱㆑を得䛯ሙ合䠈理工学部副専攻プログラムをಟ

䛧䛯䜒のとㄆ定䛧䠈ಟドをᤵする。 

学生のᕼᮃ䜔ከᵝ䛺ニー䝈䠈社会ⓗ䛺ே材㟂せ䛻応䛨䛯≉定の専門㡿ᇦ㢟䛻ἢ䛳䛶学部内の科目を集⣙䛧䛶䠈ୗグの㻡䛴

の学部内ᶓ᩿ⓗ副専攻プログラムをᙧ成䛧䛶いる。 

1．材料科学副専攻プログラム 

2．水素エネルギー学副専攻プログラム 

3．་工学副専攻プログラム 

4．ロ䝪テ䜱クス䝯䜹トロニクス学副専攻プログラム 

㻡．環境・安全学副専攻プログラム 

こ䜜䜙㻡䛴の副専攻プログラムの育成ே材ീを表1䛻♧す。 

䜎䛯䠈こ䜜䜙の副専攻プログラムのᒚಟ㑅ᢥのᑐ㇟と䛺る指定科目を表2䛻グす。 

 

学生は䠈༞ᴗせ௳と䛧䛶124単位か䜙䛺る専攻プログラムと୪⾜䛧䛶䠈ୗグのせ㡿䛷副専攻プログラムを学ಟすること䛜䛷䛝る。 

䛺䛚䠈理工学部副専攻プログラムの学ಟをᕼᮃする学生は䠈ู㏵指♧する䠈理工学部副専攻プログラム䜸䝸エンテーシ䝵ン䛻

ᚲ䛪ฟᖍすること。ฟᖍ䛧䛺いሙ合は䠈ᒚಟ䛷䛝䛺いሙ合䛜䛒るの䛷䠈༑分ὀពすること。 

 

1㻚 Ⓩ㘓・ኚ᭦・䜻䝱ン䝉ル 

(1) Ⓩ㘓のሙ合䠈1 ᖺḟ学ᮇか䜙 4 ᖺḟ⛅学ᮇ䜎䛷の各学ᮇの副専攻プログラムⓏ㘓・ኚ᭦・䜻䝱ン䝉ルᮇ間内（ู㏵指

♧する）䛻䠈副専攻プログラム⏦ㄳ᭩を理工学部教ົಀ䛻ᥦฟする。 

(2) ኚ᭦・䜻䝱ン䝉ルのሙ合䠈1 ᖺḟ⛅学ᮇか䜙 4 ᖺḟ⛅学ᮇ䜎䛷の各学ᮇの副専攻プログラムⓏ㘓・ኚ᭦・䜻䝱ン䝉ルᮇ

間内䛻䠈副専攻プログラム⏦ㄳ᭩を理工学部教ົಀ䛻ᥦฟする。 

(3) 副専攻プログラムⓏ㘓⪅をᥖ♧䛻䛶発表する。 

 

2㻚 ᒚಟ 

(1) 副専攻プログラムⓏ㘓⪅は䠈ᒚಟⓏ㘓䛻副専攻プログラム指定科目のᒚಟⓏ㘓䛜䛷䛝る。 

(2) ⮬㌟の専攻プログラム䛷䜒䛒る副専攻プログラム指定科目は䠈専攻プログラムと副専攻プログラムの୧᪉のಟせ

௳単位䛻算入すること䛜䛷䛝る。䛯䛰䛧䠈副専攻プログラムのಟせ௳と䛧䛶算入䛷䛝る専攻プログラム構成科目は䠈

12単位をୖ㝈とする。 

(3) ⮬㌟の専攻プログラム䛻䛺い副専攻プログラム指定科目は䠈専攻プログラム䛻䛚䛡る༞ᴗせ௳のᑐ㇟とは䛺䜙䛺

い。䜎䛯䠈ᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈䛚よ䜃㻳PAの計算䛻ྵ䜎䜜䛺い。 

 

3㻚 ಟ⏦ㄳ 

(1) 副専攻のಟ䛻は䠈⏦ㄳ䛜ᚲせと䛺る。༞ᴗᖺḟの⛅学ᮇᒚಟⓏ㘓開ጞ᪥か䜙᭱⤊᪥䜎䛷䛻䠈理工学部教ົಀ❆ཱྀ

䛷㓄ᕸする指定用⣬䛻グ入䛧䠈⏦ㄳをする。 

(2) 副専攻ಟド᭩は䠈ཎ๎と䛧䛶学位グとと䜒䛻ᤵ䛥䜜る。 

 

各
学
科
共
通
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表 1．理工学部副専攻プログラムの育成ே材ീ 

副専攻名 ⋓得䛷䛝る能力୪䜃䛻育成ே材ീ 

材料科学 

金属䠈䝉ラ䝭䝑クス䠈䝫䝸䝬ー䛺䛹の材料≉性を発現する組䜏とホ౯ᡭἲ䛺䛹の基盤ⓗ

ඹ㏻▱㆑を䠈物理と化学のほⅬか䜙⋓得すること䛷䠈䛘䜀機械工学䜔電子情報システ

ム䛜専攻䛷䛒䜜䜀䠈機械構造物䜔電子デバイス部ရの機能䜔≉性䠈安全性䠈⪏ஂ

性䠈⤒῭性を䠈材料科学ⓗどⅬか䜙ᐇ現䛷䛝るே材を育成する。 

水素エネルギー学 

㢼力䜔ኴ㝧光を基盤と䛧䛶電力と水素をエネルギー媒体と䛧䛯䠈ᣢ⥆ⓗ成㛗ྍ能䛺水素

エネルギー社会䛻⛣⾜する䛯䜑䛻は䠈ᖜᗈい分㔝の科学技術䛜⼥合䛧䛯製ရ䜔システ

ムを⪃䛘るᚲせ䛜䛒る。⮬ື㌴を䛻とると機械工学䛻電子情報工学䠈化学䠈電気化学

材料䛺䛹䛜⼥合䛧䛶᪂䛯䛺ᒎ開を生䜏ฟ䛧䛶いる。こ䛖䛧䛯ᒎ開䛻㈉⊩䛷䛝るே材を育成

する。 

་工学 

་工学は」数の⮬↛科学分㔝の基礎䛻基䛵い䛯」合㡿ᇦの学ၥ䛷䛒り䠈副専攻プログ

ラムと䛧䛶は䠈専攻の専門分㔝の▱㆑䛻❧⬮䛧䛯᪂䛯䛺་工学をᤊ䛘ること䛜䛷䛝るよ

䛖䛻設計䛧䛶いる。䛘䜀䠈機械工学䜔材料工学を専攻とする学生䛷䛒䜜䜀䠈この副

専攻䛻より་⒪機ჾ◊✲開発䠈䛭䛧䛶い䛪䜜の専攻䛷䛒䛳䛶䜒䠈᪂つの⮫ᗋ工学技術

の開発䛻㈉⊩するே材を育成する。 

ロ䝪テ䜱クス䝯䜹トロニク

ス学 

ロ䝪テ䜱クス䝯䜹トロニクス技術は䠈情報科学か䜙電気電子ไᚚ䛭䛧䛶機械工学䜎䛷の䠈

分㔝ᶓ᩿ⓗ䛺体系䛷構成䛥䜜䛶いる。基盤ⓗ䛺工学分㔝の学習䛻ຍ䛘䛶䠈この体系の

୰䛷の学習を⾜䛖こと䛻より䠈現代の」㞧䛺製ရ・技術を統合システムと䛧䛶理解䛧応用

する能力䛜⋓得䛷䛝る。䛘䜀機械工学䜔電子情報システムを専攻とする学生䛻䛴

い䛶は䠈ᐇ㊶ⓗ䛺システムインテグレーシ䝵ンの能力を⋓得䛧䛯ே材を育成する。  

環境・安全学 

環境䜔安全の౯್ほを理解する㐣⛬䛷䠈専攻の専門分㔝の先㐍性䜔ඃ位性䛰䛡䛷

䛺䛟䠈ᖖ䛻分㔝とのㄪ䜔バランスの㔜せ性を理解䛷䛝る▱㆑と能力を⋓得䛧䠈䛘䜀

設計技術⪅䛷䛒䜜䜀䠈生ែ系䜔化学ⓗ䛺䝸スクを㋃䜎䛘䛯ே材を育成する。 
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表 2．理工学部副専攻プログラム指定科目［科目名の後ろの（ ）内数字は単位数］ 

各副専攻プログラム指定科目より 24 単位を取得すること。 

 

1．材料科学副専攻プログラム指定科目 

開講学科・EP 科目名 

学部基盤科目 溶接工学概論(2)    

化学・生命系学科 材料科学(2)    

材料工学 EP 
結晶塑性学(2) Ｘ線結晶構造解析(2) 計算材料学(2) 熱力学(2) 

金属組織学・演習Ⅰ(3) 金属組織学・演習Ⅱ(3) 結晶強度学(2)  

化学 EP 

結晶学(2) 固体物性化学(1) 機能性材料化学(2) 材料力学 B(2) 

電気化学 B(2) 

固体表面化学(1) 

触媒化学基礎論(2) 

高分子化学(2) 

無機固体化学(2) 

 

有機合成化学(2) 

 

化学応用 EP 材料力学 A(2) 電気化学 A(2) 材料強度学(2) 機械装置設計・製図(2) 

物理工学 EP 
物理科学と先端技術(2) 固体物理学(2) 量子・光物理学(2) 現代物理学入門(2) 

物性物理学(2)    

電子情報システム EP 
半導体工学(2) 電子物性(2) 集積エレクトロニクス(2) 電子デバイス(2) 

光エレクトロニクス(2)    

 

2．水素エネルギー学副専攻プログラム指定科目 

開講学科・EP 科目名 

全学教育科目 
エネルギー工学序論(2) エネルギーと環境(2) 機械工学と社会とのかかわり合い(2) 物質工学と社会(2) 

安全・環境と社会(2) 電子情報システム概論(2)  海洋工学と社会(2) 物理工学概論(2) 

学部基盤科目 確率・統計(2)    

化学・生命系学科 
物理化学Ⅰ(2) 物理化学Ⅱ(2) 無機化学Ⅰ(2) 無機化学Ⅱ(2) 

有機化学Ⅰ(2) 有機化学Ⅱ(2) 化学工学Ⅰ(2)  

数物・電子情報系学科 電磁気学Ⅰ(2) 電気磁気学Ⅰ(2) 回路理論Ⅰ(2) 回路理論(2) 

機械工学 EP エネルギー工学Ⅰ(2) 流体力学Ⅰ(2)   

材料工学 EP 固体電子論(2) 金属組織学・演習Ⅰ(3)   

海洋空間のシステムデザイン EP 流体力学Ⅰ(2)    

化学応用 EP エネルギーシステム工学(2) 電気化学 A(2) 応用電気化学(1) エネルギー安全工学(2) 

物理工学 EP 統計力学(2)    

電子情報システム EP 回路理論Ⅱ(2) 発電工学(2) 電気エネルギーシステム工学(2)  確率・統計基礎(2) 

 

各
学
科
共
通
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3．་工学副専攻プログラム指定科目 

開講学科・EP 科目名 

学部基盤科目 
་・工学㐃ᦠ基礎(2) 䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス概論(2)  計 (2) ⥲合応用工学概論(2) 

ရ質⟶理(2) エレクトロニクス㏻論(2)   

化学・生命系学科 

生物科学Ⅰ(2) 生物科学Ⅱ(2) ་工学(2) 現代生物学Ⅰ(2) 

現代生物学Ⅱ(2) 生物工学Ⅰ(2) 材料科学(2) 分子生物学(2) 

基礎生化学(2)    

数物・電子情報系学科 回路理論Ⅰ(2) 回路理論(2) 䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造(2) プログラ䝭ング(2) 

機械工学 EP バイ䜸䝯䜹ニクス(2) ロ䝪䝑ト工学(2)   

化学応用 EP 䝸スク工学(2)    

バイ䜸 EP 

バイ䜸䠡䠬◊ಟ䊣(2) バイ䜸䠡䠬◊ಟ䊤(2) バイ䜸䠡䠬◊ಟ䊥(2) バイ䜸䠡䠬◊ಟ䊦(2) 

㑇ఏ子工学(2) 

生物工学Ⅱ(2) 

⣽⬊と組織(2) 

 

生化学(2) 

 

⸆学概論(2) 

 

数理科学 EP ឤぬ▱ぬシステム論(2)    

電子情報システム EP 
䝁ン䝢䝳ー䝍ネ䝑ト䝽ーク(2) デ䜱䝆䝍ル㏻ಙ(2) 電子デバイス(2) 半導体工学(2) 

集積エレクトロニクス(2) 電磁Ἴ工学(2) 䜰ル䝂䝸䝈ム(2) プログラ䝭ング基礎（2） 

情報工学 EP ே工▱能(2) ⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理(2)   

 

4．ロ䝪テ䜱クス䝯䜹トロニクス学副専攻プログラム指定科目 

開講学科・EP 科目名 

数物・電子情報系学科 
計算機䜰ー䜻テク䝏䝱(2) 

䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造(2) 

基礎ไᚚ理論(2) 

基礎ไᚚ論(2) 

電子回路 㻵(2) 

 

基礎電子回路（2） 

 

機械工学 EP 

機械力学Ⅰ(2) 機構学(2) ロ䝪䝑ト工学(2) 機械情報学(2) 

䝁ン䝢䝳ー䝍䝁ントロール(2) ືⓗシステム䝰デ䝸ング(2) 材料力学Ⅰ(2) 機械設計Ⅱ(2) 

⮬ືไᚚⅠ(2) ⮬ືไᚚⅡ(2) ⮬ື㌴工学(2)  

電子情報システム EP 
電気機ჾ学(2) 䝟䝽ーエレクトロニクス(2) デ䜱䝆䝍ルಙྕฎ理(2) 䝋䝣ト・䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング(2) 

システム᭱㐺化理論(2) 䜰ル䝂䝸䝈ム(2) 計算機入門(2)  

情報工学 EP ே工▱能(2) ⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理(2)   

 

㻡．環境・安全学副専攻プログラム指定科目 

開講学科・EP 科目名 

Ꮫᩍ⫱⛉┠ Ᏻ࣭⎔ቃ♫ ༴ᶵ⟶⌮Ꮫ   

学部基盤科目 安全工学概論(2) ရ質⟶理(2)   

化学・生命系学科 安全・環境化学(2)    

機械工学 EP 
機械設計Ⅰ(2) 

⮬ື㌴工学(2) 

機械材料Ⅰ(2) 

 

有㝈せ素ἲ入門(2) 

 

機械材料Ⅱ(2) 

 

材料工学 EP 環境ㄪ材料(2)    

海洋空間のシステムデザイン EP ⯟空Ᏹᐂ工学概論(2) 海洋Ἴ論(2) 水୰工学(2) 海洋プロ䝆䜵クト䝬ネ䝆䝯ント(2)  

化学応用 EP 
化学安全工学(2) 䝸スク工学(2) 環境⟶理学(2) エネルギーシステム工学(2) 

エネルギー安全工学(2) 応㏿度論 A(2)   

バイ䜸 EP 㑇ఏ子工学(2) ⸆学概論(2)   

数理科学 EP 確率䝰デル(2) 」㞧系の数理ⓗ基礎(2)   

電子情報システム EP 先端電子情報工学(2) デ䜱䝆䝍ルಙྕฎ理(2) 䝋䝣ト・䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング(2) 電気ἲつ・設⟶理(2) 

情報工学 EP 情報社会理(2) 情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱(2)   

  



11
 

 

1�. ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ྲྀࡢᚓについて 

 ༞ᴗ後䠈学ᰯ教ဨ䛻ᑵこ䛖とする⪅は䠈教育⫋ဨචチἲ䛻定䜑るᚲせ䛺単位をಟ得䛧䠈ᙜヱ教科のචチ≧を取得䛧䛺䛡䜜䜀䛺

䜙䛺い。 

 

1. ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ྲྀࡢᚓについて 
 

(1) 理工学部の各学科の学生䛜取得䛷䛝るචチ教科は䠈表 1䠉1 䛻♧すと䛚り䛷䛒る。 

 

表 1䠉1．理工学部の各学科䛻䛚䛡るචチ教科 

学  科  名 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（୰୍✀ච） 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（高୍✀ච） 

機械・材料・海洋系学科 数学・理科 数学・理科 

化学・生命系学科 理科 理科 

数物・電子情報系学科 数学・理科 数学・理科・情報 

 

(2) い䛪䜜のචチを取得するሙ合䛻䛚い䛶䜒䠈2．䛷ㄝ᫂する䛂教育⫋ဨචチἲ⾜つ๎➨ 㻢㻢 ᮲の 㻢 䛻定䜑る科目䛃の単位を

取得䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。䛥䜙䛻䠈表 1䠉2 䛻♧すよ䛖䛻䠈各චチ䛻よ䛳䛶定䜑る䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃ཬ䜃

䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目䛃のᚲせ単位数௨ୖを取得䛧䠈ే䛫䛶 㻡㻥 単位௨ୖの単位をಟ得䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺

い。 

 

高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ䛂数学・理科䛃䛻は 3䠉2 䛷ㄝ᫂する≉ᥐ置䛜設䛡䜙䜜䛶いるの䛷ὀពすること。 

 

表 1䠉2．චチ取得䛻ᚲせ䛺単位数 

ච チ ✀ 

教育⫋ဨචチἲ⾜

つ๎➨ 㻢㻢 ᮲の 㻢 䛻定

䜑る科目 

教科ཬ䜃教⫋䛻㛵する科目 
教科ཬ䜃教⫋䛻㛵す

る科目の合計 教育の基礎ⓗ理解䛻

㛵する科目➼ 

教科ཬ䜃教科の指導

ἲ䛻㛵する科目 

୰学ᰯ教ㅍ୍✀ 

චチ 
表 2 ཧ↷ 2㻥 単位௨ୖ 2㻤 単位௨ୖ 

㻡㻥 単位௨ୖ 

高➼学ᰯ教ㅍ୍✀ 

චチ 
表 2 ཧ↷ 

2㻡 単位௨ୖ 24 単位௨ୖ 

䛂数学・理科䛃は 3䠉2 ཧ↷ 

 

 

(3) ୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチを取得する䛯䜑䛻はこの䛻 3 ᖺḟ䛻䠈≉ูᨭ学ᰯཬ䜃ᡤ定の社会⚟♴設䛷㏻算䛧䛶 㻣 ᪥௨

ୖのㆤ➼の体㦂を⾜い䠈චチ≧⏦ㄳの㝿䛻䠈䛭の設䛻䛚い䛶発⾜䛥䜜䛯ㆤ➼の体㦂䛻㛵するド᫂᭩をᥦฟ䛧䛺䛡

䜜䜀䛺䜙䛺い。（䛂ᑠ学ᰯཬ䜃୰学ᰯの教ㅍのᬑ㏻චチ≧ᤵ䛻ಀる教育⫋ဨචチἲの≉➼䛻㛵するἲᚊ䛃） 

 

2 ᖺḟの 1㻜 ᭶䛻ㆤ➼の体㦂の⏦䛧㎸䜏を⾜䛖の䛷䠈ᛀ䜜䛪䛻⏦䛧㎸䜐こと。䜎䛯 2 ᭶䛻䜸䝸エンテーシ䝵ンをᐇするの

䛷䠈ᚲ䛪ཧຍすること。ヲ⣽はᥖ♧➼䛷㏻▱する。䛺䛚䠈ㆤ➼の体㦂の⏦䛧㎸䜏を⾜䛺䛳䛯後䛻୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチの

取得を᩿ᛕするሙ合は䠈㏿䜔か䛻理工学部教ົಀ䛻⏦䛧ฟること。 

 

(4) 教育ᐇ習（䛂教育ᐇ習䠝䛃䠈䛂教育ᐇ習䠞䛃）は 4 ᖺḟ䛻⾜䛖。 

教育ᐇ習を⾜䛖⪅は䠈3 ᖺḟの 4 ᭶䜎䛷䛻教育ᐇ習௬Ⓩ㘓を⾜い䠈（2 ᖺḟのఇ䜏䛺䛹を用䛧䛶ẕᰯ䛺䛹䛻⾜䛟の䛜ᮃ

䜎䛧い）ᐇᰯを⮬䜙Ỵ定すること。䜎䛯䠈3 ᖺḟの⛅学ᮇ䛻教育ᐇ習๓ㄝ᫂会を⾜䛖の䛷ᚲ䛪ཧຍすること。䛺䛚䠈教育

ᐇ習௬Ⓩ㘓を⾜䛺䛳䛯後䛻教⫋චチの取得を᩿ᛕするሙ合は䠈㏿䜔か䛻理工学部教ົಀ䛻⏦䛧ฟること。 

 

(㻡) 教⫋科目の間䛻䛴い䛶は理工学部教ົಀ䛻䛶ᕼᮃ⪅䛻ู㏵㓄ᕸする。 

 

(㻢) 㻥 ᭶ୗ᪪か䜙 1㻜 ᭶ୖ᪪䛻 1・2 ᖺ生ྥ䛡ㄝ᫂会を開ദするの䛷䠈චチ取得ᕼᮃ⪅はᚲ䛪ཧຍすること。（ヲ⣽はᥖ♧䛷▱

䜙䛫る。）  

各
学
科
共
通
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�. ᩍ⫱⫋ဨචチἲ⾜つ๎➨ �� ᮲ࡢ � にᐃࡿࡵ⛉┠ 
 

 い䛪䜜のචチを取得するሙ合䛷䜒䠈表 2 䛻♧すᤵᴗ科目の単位を取得䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。 

 

表 2．教育⫋ဨචチἲ⾜つ๎➨ 㻢㻢 ᮲の 㻢 䛻定䜑る科目 

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分 
学  科 ᤵ ᴗ 科 目 単位数 ഛ ⪃ 

᪥ᮏᅜ᠇ἲ ඹ ㏻ ᪥ᮏᅜ᠇ἲ 2 䍾ᚲಟ䍿 

体 育 ඹ ㏻ ᗣス䝫ー䝒演習䠞 2 䍾ᚲಟ䍿 

እᅜㄒ 

䝁䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ン 
ඹ ㏻ 

ⱥㄒプレ䝊ンテーシ䝵ン 1 䍾ᚲಟ䍿 

⮬❧ⱥㄒ 1 䍾ᚲಟ䍿 

情報機ჾの᧯స 

機械・材料・海洋系学科 

䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング演習 2 
こ䜜䜙の科目

か䜙 2 単位௨

ୖ㑅ᢥᚲಟ 

䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング 2 

情報ฎ理概論 2 

化学・生命系学科 

化学・生命情報ฎ理基礎 2 
こ䜜䜙の科目

か䜙 2 単位௨

ୖ㑅ᢥᚲಟ 

化学・生命情報ฎ理演習 1 

情報ฎ理概論 2 

数物・電子情報系学科 

プログラ䝭ング演習Ⅰ 2 

こ䜜䜙の科目

か䜙 2 単位௨

ୖ㑅ᢥᚲಟ 

プログラ䝭ング演習 2 

数理科学の䛯䜑の情報䝸テラシー 2 

プログラ䝭ングᐇ習 2 

 

 

�. ᩍ⫱ࡢᇶ♏ⓗ理ゎに㛵ࡿࡍ⛉┠➼ 
 

3䠉1 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（数学䠈理科）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学䠈理科䠈情報）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

(1) ୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（数学䠈理科）を取得する䛯䜑䛻は䠈表 3 の䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目䛃䠈䛂㐨ᚨ䠈⥲合ⓗ䛺学

習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃䠈䛚よ䜃䛂教育ᐇ㊶䛻㛵する科目䛃䛻グ㍕䛥䜜䛶いる全科

目（2㻥 単位）をᒚಟ䛧ಟ得すること。 

 

(2) 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（数学䠈理科䠈情報）を取得する䛯䜑䛻は䠈表 3 の䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目䛃䠈䛂㐨ᚨ䠈⥲

合ⓗ䛺学習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃䠈䛚よ䜃䛂教育ᐇ㊶䛻㛵する科目䛃䛻グ㍕䛥䜜䛶

いる科目の内 2㻡 単位௨ୖをᒚಟ䛧ಟ得すること。 

 

(3) ୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（数学䠈理科）を取得する䛯䜑䛻は䠈表 3 の䛂教育ᐇ㊶䛻㛵する科目䛃の䛂教育ᐇ習䠝䛃䛚よ䜃䛂教育ᐇ

習䠞䛃の୧ᐇ習をᒚಟ䛧ಟ得すること。 

䛺䛚䠈୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチの䛯䜑䛻䛂教育ᐇ習䠝・䠞䛃をཷ講する䛻は䠈3 ᖺḟの⤊わり䜎䛷䛻表 3 の䛂教育の基礎ⓗ理解

䛻㛵する科目䛃䛚よ䜃䛂㐨ᚨ䠈⥲合ⓗ䛺学習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃䛻グ㍕䛥䜜䛶い

る科目の䛖䛱 12 単位をಟ得䛧䠈か䛴ู㏵グ㍕の各学科䛜定䜑る䛂各教科の指導ἲ（情報機ჾཬ䜃教材のά用をྵ䜐。）䛃

か䜙 4 単位䠈䛂教科䛻㛵する専門ⓗ㡯䛃か䜙 2㻜 単位をಟ得䛧䛶いること。䛯䛰䛧䠈3 ᖺḟの⤊わり䜎䛷䛻ᚲಟ科目の䛖䛱ᒚ

ಟ䛷䛝る全科目をಟ得䛧䛶いること䛜ᮃ䜎䛧い。 

 

(4) 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（数学䠈理科䠈情報）を取得する䛯䜑䛻は䠈表 3 の䛂教育ᐇ㊶䛻㛵する科目䛃の䛂教育ᐇ習䠝䛃をᒚಟ

䛧ಟ得すること。 

䛺䛚䠈高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチの䛯䜑䛻䛂教育ᐇ習䠝䛃をཷ講する䛻は䠈3 ᖺḟの⤊わり䜎䛷䛻表 3 の䛂教育の基礎ⓗ理解䛻

㛵する科目䛃䛚よ䜃䛂㐨ᚨ䠈⥲合ⓗ䛺学習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃䛻グ㍕䛥䜜䛶いる

科目の䛖䛱 12 単位（䛂㐨ᚨ教育の理論と᪉ἲ䛃は㝖䛟）をಟ得䛧䠈か䛴ู㏵グ㍕の各学科䛜定䜑る䛂各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用をྵ䜐。）䛃か䜙 4 単位䠈䛂教科䛻㛵する専門ⓗ㡯䛃か䜙 2㻜 単位をಟ得䛧䛶いること。䛯䛰䛧䠈3 ᖺḟ

の⤊わり䜎䛷䛻ᚲಟ科目の䛖䛱ᒚಟ䛷䛝る全科目をಟ得䛧䛶いること䛜ᮃ䜎䛧い。 

 

��� 教育ᐇ習ཷ講のྍྰは䠈᭱⤊ⓗ䛻は理工学部教⫋ㄢ⛬㐠Ⴀጤဨ会䛷Ỵ定䛥䜜る。  
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表 3．教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼ 

 

 

 

 

  

ᤵᴗ科目

単

位

数

୰୍✀ච 高୍✀ච 高୍✀ච
䈜1

㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

教育の理ᛕ୪䜃䛻教育䛻㛵するṔྐཬ

䜃ᛮ
教育基礎論 2

教⫋のព⩏ཬ䜃教ဨのᙺ・⫋ົ内ᐜ

（䝏ーム学ᰯ㐠Ⴀ䜈のᑐ応をྵ䜐。）
教⫋論 2

教育䛻㛵する社会ⓗ䚸ไ度ⓗཪは⤒Ⴀ

ⓗ㡯（学ᰯとᆅᇦとの㐃ᦠཬ䜃学ᰯ安

全䜈のᑐ応をྵ䜐。）

教育社会学 2

ᗂඣ䚸ඣ❺ཬ䜃生ᚐのᚰ㌟の発㐩ཬ䜃

学習の㐣⛬
教育のᚰ理学 2

≉ูのᨭをᚲせとするᗂඣ䚸ඣ❺ཬ䜃

生ᚐ䛻ᑐする理解

୰➼教育䛻䛚䛡る≉ู䛺

教育ⓗニー䝈の理解とᨭ
1

教育ㄢ⛬のព⩏ཬ䜃⦅成の᪉ἲ（䜹䝸

䜻䝳ラム・䝬ネ䝆䝯ントをྵ䜐。）
䜹䝸䜻䝳ラム論 2

（୰୍✀ච）㐨ᚨの理論ཬ䜃指導ἲ

（高୍✀ච）学䛜⊂⮬䛻設定する

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷科目

㐨ᚨ教育の理論と᪉ἲ 2 䛀ᚲಟ䛁

⥲合ⓗ䛺学習の間の指導ἲ
⥲合ⓗ䛺学習の間の

単ඖ構成ἲ（୰・高）
1

≉ูάືの指導ἲ ≉ูάື論 2

教育の᪉ἲཬ䜃技術（情報機ჾཬ䜃教

材のά用を ྵ䜐。）
教育᪉ἲ論 2

生ᚐ指導の理論ཬ䜃᪉ἲ䠋

㐍路指導ཬ䜃䜻䝱䝸䜰教育の理論ཬ䜃᪉

ἲ

生ᚐ・㐍路指導論 2

教育┦ㄯ（䜹䜴ン䝉䝸ング䛻㛵する基礎

ⓗ䛺▱㆑をྵ䜐。）の理論ཬ䜃᪉ἲ
教育┦ㄯの理論と᪉ἲ 2

教育ᐇ習๓後指導 1

教育ᐇ習䠝 2

教育ᐇ習䠞 2 䛀ᚲಟ䛁

教⫋ᐇ㊶演習 教⫋ᐇ㊶演習（୰・高） 2

䈜2䚷高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ取得䛻䛒䛯り䛂㐨ᚨ教育の理論と᪉ἲ䛃（2単位）は䠈表1䠉2の䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃䛺䜙䜃䛻䛂教科ཬ

䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目䛃のᚲせ単位数䛻は算入䛥䜜䛺い䛜䠈䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃と䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科

目䛃の合計ᚲせ単位数㻡㻥単位䛻は算入䛥䜜る。

䈜3䚷教⫋ᐇ㊶演習（୰・高）をᒚಟする䛯䜑䛻は䠈ᡤ属EPの䛂༞ᴗ◊✲䛃䠈䛒るいは┦ᙜ科目をᒚಟ䛧䛶いる䛜ᚲせ䛷䛒る。

䈜1䚷半数᭰䛻䛴い䛶はḟ㡯3䠉2ཧ↷のこと。

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

教育ᐇ習

䛀ᚲಟ䛁

教

育

ᐇ

㊶

䛻

㛵

す

る

科

目

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁
䈜3

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

教

育

の

基

礎

ⓗ

理

解

䛻

㛵

す

る

科

目

➼

教

育

の

基

礎

ⓗ

理

解

䛻

㛵

す

る

科

目

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㐨

ᚨ

、
⥲

合

ⓗ

䛺

学

習

の



間

➼

の

指

導

ἲ

ཬ

䜃

生

ᚐ

指

導

、
教

育

┦

ㄯ

➼

䛻

㛵

す

る

科

目

㑅ᢥ
䈜2

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥᚲಟ

㻡単位௨ୖ

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥᚲಟ

4単位௨ୖ

各
学
科
共
通
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3䠉2 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学䠈理科）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳（半数᭰䛻䛴い䛶） 

 

(1) 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ（数学・理科）を取得する䛻は䠈基ᮏⓗ䛻は 3䠉1 のᒚಟ᮲௳䛻ᚑ䛖。䛯䛰䛧䠈高➼学ᰯ教ㅍ୍✀ච

チ（数学・理科）䛰䛡の取得をᕼᮃするሙ合䛻は䠈教育⫋ဨචチἲ⾜つ๎の定䜑るところの≉ฎ置（௨ୗ䠈半数᭰と

䜆）䛻より䠈3䠉1 の表 3䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃のಟ得せ௳䛜⦆䛥䜜る。 

 

(2) 半数᭰を用䛧䛶高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチを取得するሙ合䛻は䠈3䠉1 の表 3䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃の䛖

䛱䠈ୗグ科目（14 単位）をಟ得すること。 

 䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目䛃（4 単位） 

 䛂㐨ᚨ䠈⥲合ⓗ䛺学習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃（㻡 単位） 

 䛂教育ᐇ㊶䛻㛵する科目䛃の䛖䛱䠈 

教育ᐇ習๓後指導（1 単位）䠈教育ᐇ習䠝（2 単位）䠈教⫋ᐇ㊶演習（୰・高）（2 単位） 

䛺䛚䠈䛂㐨ᚨ教育の理論と᪉ἲ䛃はこの 14 単位䛻ྵ䜑ることはฟ᮶䛺いの䛷ὀពすること。 

 

(3) ୖグ(2)䛻グす䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃14 単位とู㏵グ㍕の各学科䛜定䜑る䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵

する科目䛃の䛖䛱୰➼教科教育ἲⅠ䛒るいはⅡ（2 単位）をྵ䜐 4㻡 単位௨ୖ（合計 㻡㻥 単位௨ୖ）をಟ得すること䛷半数

᭰䛻より高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ䛜取得䛷䛝る。 

 

(4) 䛂教育ᐇ習䠝䛃をཷ講する䛻は䠈3 ᖺḟの⤊わり䜎䛷䛻表 3 の䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目䛃4 単位௨ୖ䠈䛂㐨ᚨ䠈⥲合

ⓗ䛺学習の間➼の指導ἲཬ䜃生ᚐ指導䠈教育┦ㄯ➼䛻㛵する科目䛃㻡 単位௨ୖ（䛯䛰䛧䠈䛂㐨ᚨ教育の理論と᪉ἲ䛃は

㝖䛟）をಟ得䛧䠈か䛴ู㏵グ㍕の各学科䛜定䜑る䛂各教科の指導ἲ（情報機ჾཬ䜃教材のά用をྵ䜐。）䛃の䛖䛱୰➼教科

教育ἲⅠ䜎䛯はⅡをྵ䜐 2 単位௨ୖ䠈䛂教科䛻㛵する専門ⓗ㡯䛃か䜙 2㻜 単位௨ୖをಟ得䛧䛶いること。 

 

(㻡) 教育ᐇ習ཷ講のྍྰは䠈᭱⤊ⓗ䛻は理工学部教⫋ㄢ⛬㐠Ⴀጤဨ会䛷Ỵ定䛥䜜る。 

 

 

 

  

 

�. ᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲに㛵ࡿࡍ⛉┠ 
 

(1) 教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目の単位ᒚಟ᮲௳はᡤ属する学科䠈学ᰯ✀［୰学ᰯ教ㅍ୍✀(୰୍✀ච)・高➼学ᰯ

教ㅍ୍✀(高୍✀ච)］䠈科目（数学・理科・情報）の組䜏合わ䛫䛤と䛻␗䛺る。䛭䜜䛮䜜のචチ✀䛻ᑐ応する表を確ㄆするこ

と。 

 

(2) い䛪䜜のචチ≧のሙ合䛷䜒䠈䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃とᙜヱචチ≧䛻ಀる䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する

科目䛃を䛒わ䛫䛶 㻡㻥 単位௨ୖの単位を取得䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。 

 

(3) 䛂数学䛃と䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は䠈基ᮏⓗ䛻ྠ䛨教科の୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチと高➼学ᰯ教ㅍ୍

✀චチの୧᪉の取得せ௳単位と䛧䛶䛖こと䛜䛷䛝る䛜䠈୍部高➼学ᰯ୍✀චチ取得䛻ᚲせ䛺 㻡㻥 単位䛻ྵ䜑ること䛜䛷䛝

䛺い科目䛜䛒るの䛷ὀពすること。 

 

4䠉1 機械・材料・海洋系学科（機械工学 EP䠈材料工学 EP䠈海洋空間のシステムデザイン EP） 

 

4䠉1䠉1 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）චチ取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

機械・材料・海洋系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉1䠉1 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 4䠉1䠉1．機械・材料・海洋系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 

୰୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（数学） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（数学） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

線ᙧ代数学Ⅰ 2

線ᙧ代数学Ⅱ 2

ᗄఱ学Ⅰ 2

図学Ⅰ 2

図学 2

図学Ⅱ 2

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス概論 2

ᗄఱ学Ⅱ 2

解析学Ⅰ 2

解析学Ⅱ 2

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 2

㛵数論 2

数学演習Ⅰ 2

数学演習Ⅱ 2

数学演習 2

ᚤ分᪉⛬ᘧⅡ 2

応用数学 2

応用数学演習䠝 2

有㝈せ素ἲ入門 2

数学・力学演習Ⅰ 1

数学・力学演習Ⅱ 1

確率・統計 2

統計学Ⅰ䠉䠟 2

統計学Ⅱ䠉䠟 2

䝁ン䝢䝳ー䝍科学入門 2

数್情報ฎ理Ⅰ 2

䝁ン䝢䝳ー䝍䝁ントロール 2

数್情報ฎ理Ⅱ 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

解

析

学

ᗄ

ఱ

学

代

数
学

䝁

ン

䝢

䩨
䩻

䝍

確

率

論

、

統

計

学

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

䛀ᚲಟ䛁

ᤵᴗ科目

単

位

数

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

機械・材料・海洋系学科

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁
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�. ᩍ⛉ཬࡧᩍ⛉ࡢᣦᑟἲに㛵ࡿࡍ⛉┠ 
 

(1) 教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目の単位ᒚಟ᮲௳はᡤ属する学科䠈学ᰯ✀［୰学ᰯ教ㅍ୍✀(୰୍✀ච)・高➼学ᰯ

教ㅍ୍✀(高୍✀ච)］䠈科目（数学・理科・情報）の組䜏合わ䛫䛤と䛻␗䛺る。䛭䜜䛮䜜のචチ✀䛻ᑐ応する表を確ㄆするこ

と。 

 

(2) い䛪䜜のචチ≧のሙ合䛷䜒䠈䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃とᙜヱචチ≧䛻ಀる䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する

科目䛃を䛒わ䛫䛶 㻡㻥 単位௨ୖの単位を取得䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。 

 

(3) 䛂数学䛃と䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は䠈基ᮏⓗ䛻ྠ䛨教科の୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチと高➼学ᰯ教ㅍ୍

✀චチの୧᪉の取得せ௳単位と䛧䛶䛖こと䛜䛷䛝る䛜䠈୍部高➼学ᰯ୍✀චチ取得䛻ᚲせ䛺 㻡㻥 単位䛻ྵ䜑ること䛜䛷䛝

䛺い科目䛜䛒るの䛷ὀពすること。 

 

4䠉1 機械・材料・海洋系学科（機械工学 EP䠈材料工学 EP䠈海洋空間のシステムデザイン EP） 

 

4䠉1䠉1 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）චチ取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

機械・材料・海洋系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉1䠉1 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 4䠉1䠉1．機械・材料・海洋系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 

୰୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（数学） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（数学） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

線ᙧ代数学Ⅰ 2

線ᙧ代数学Ⅱ 2

ᗄఱ学Ⅰ 2

図学Ⅰ 2

図学 2

図学Ⅱ 2

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス概論 2

ᗄఱ学Ⅱ 2

解析学Ⅰ 2

解析学Ⅱ 2

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 2

㛵数論 2

数学演習Ⅰ 2

数学演習Ⅱ 2

数学演習 2

ᚤ分᪉⛬ᘧⅡ 2

応用数学 2

応用数学演習䠝 2

有㝈せ素ἲ入門 2

数学・力学演習Ⅰ 1

数学・力学演習Ⅱ 1

確率・統計 2

統計学Ⅰ䠉䠟 2

統計学Ⅱ䠉䠟 2

䝁ン䝢䝳ー䝍科学入門 2

数್情報ฎ理Ⅰ 2

䝁ン䝢䝳ー䝍䝁ントロール 2

数್情報ฎ理Ⅱ 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

解

析

学

ᗄ

ఱ

学

代

数
学

䝁

ン

䝢

䩨
䩻

䝍

確

率

論

、

統

計

学

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

䛀ᚲಟ䛁

ᤵᴗ科目

単

位

数

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

機械・材料・海洋系学科

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

各
学
科
共
通
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4䠉1䠉2 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

機械・材料・海洋系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉1䠉2 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 4䠉1䠉2．機械・材料・海洋系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 

୰୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（理科） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（理科） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

物理学Ⅰ䠝 2

物理学Ⅰ䠞 2

物理学Ⅱ䠞 2

物理学䊢 2

力学演習Ⅰ 2

力学演習Ⅱ 2

物理学演習 2

統計物理学 2

固体電子論 2

Ｘ線結晶構造解析 2

電磁物性 2

材料力学Ⅰ 2

材料力学䠝 2

材料力学➨୍ 2

熱力学 2

熱力学Ⅰ 2

気体力学 2

流体力学Ⅰ 2

計  2

基礎化学Ⅰ 2

基礎化学 2

基礎化学Ⅱ 2

材料無機化学 2

材料有機化学 2

物理化学 2

จ固論 2

基礎結晶学 2

生物のୡ⏺Ⅰ 1

生物のୡ⏺Ⅱ 1

⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞 1

生物科学Ⅰ 2

生物科学Ⅱ 2

ᆅ⌫科学 2

ᆅ⌫システム論Ⅰ 1

ᆅ⌫システム論Ⅱ 1

物理ᐇ㦂 1

工学基礎ᐇ㦂Ⅰ 1

工学基礎ᐇ㦂Ⅱ 1

ᾋ体㐠ື学ᐇ㦂 1

機械系のᐇ㦂・演習Ⅰ 2

機械系のᐇ㦂・演習Ⅱ 2

材料工学ᐇ㦂Ⅰ 3

材料工学ᐇ㦂Ⅱ 3

材料・構造ᐇ㦂 1

応用流体力学ᐇ㦂 1

化学ᐇ㦂 1

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

生ែ学ᐇ習Ⅰ 1

生ែ学ᐇ習Ⅱ 1

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 2

ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䈜䚷こ䜜䜙㻢科目（生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈生ែ学ᐇ習Ⅰ・Ⅱ䠈ᆅ⌫科学ᐇ㦂䠈ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク）

をಟ得䛧䛶得䛯単位は䠈高୍✀ච（理科）取得䛻ᚲせ䛺合計㻡㻥単位䛻は算入䛷䛝䛺いの䛷ὀពすること。

機械・材料・海洋系学科

ᤵᴗ科目

単

位

数

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

1単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2科目

2単位௨ୖ

䛀ᚲಟ䛁

物

理

学

ᐇ

㦂

・

化

学

ᐇ

㦂

・

生

物

学

ᐇ

㦂

・

ᆅ

学

ᐇ

㦂

䪮
䝁

ン

䝢

䩨
䩻

䝍

ά

用

を

ྵ

䜐

䦽

䪯

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

物

理

学

化

学

生

物

学

ᆅ

学

㑅ᢥ

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ
（生ែ学ᐇ習Ⅰ・Ⅱは䝉䝑

ト䛷ᒚಟすること）

䈜

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛂ᆅ⌫科学䛃（2単位）䠈

䛂ᆅ⌫システム論Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（2単位）

のい䛪䜜かを㑅ᢥᚲಟ

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥ

䛂生物のୡ⏺Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（2単位）䠈

䛂⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞䛃（1単位）

のい䛪䜜かを㑅ᢥᚲಟ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ
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4䠉2 化学・生命系学科（化学教育プログラム䠈化学応用教育プログラム䠈バイ䜸教育プログラム） 

 

4䠉2䠉1 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）教ဨචチ取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

化学・生命系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉2䠉1 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 �䠉2䠉�．化学・生命系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 

  

୰୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（理科） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（理科） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

物理学Ⅰ 2

物理学Ⅱ䠝 2

物理学Ⅱ䠞 2

無機化学Ⅰ 2

物理化学Ⅰ 2

物理化学Ⅱ 2

物理化学䊢 2

無機化学Ⅱ 2

有機化学Ⅰ 2

有機化学Ⅱ 2

分析化学Ⅰ 2

物質科学 2

材料科学 2

基礎化学工学 2

Ᏹᐂᆅ⌫化学 2

安全・環境化学 2

生物科学Ⅰ 2

生物科学Ⅱ 2

現代生物学Ⅰ 2

現代生物学Ⅱ 2

生化学 2

分子生物学 2

᳜物分子生理学 2

⣽⬊㑇ఏ学 2

生命科学◊✲᪉ἲ論 2

ᆅ⌫科学 2

ᆅ⌫システム論Ⅰ 1

ᆅ⌫システム論Ⅱ 1

物理ᐇ㦂 1 䛀ᚲಟ䛁

化学ᐇ㦂 1 䛀ᚲಟ䛁

バイ䜸基礎ᐇ㦂
䈜1 2

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

生ែ学ᐇ習Ⅰ 1

生ែ学ᐇ習Ⅱ 1

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 2

 ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥

䈜1䚷バイ䜸EP௨እの学生のバイ䜸基礎ᐇ㦂のᒚಟ䛻䛴い䛶は䠈ᐇ㦂ᐊ定ဨの㒔合の䛯䜑䠈ᒚಟⓏ㘓๓䛻バイ䜸EPの教ົᢸᙜጤဨ䜎䛯は教

⫋ᢸᙜ教ဨ䛻チྍを得ることをᒚಟの᮲௳とする。䜎䛯䠈生物系科目のᒚಟを๓ᥦとする。

䈜2䚷こ䜜䜙㻢科目（生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈生ែ学ᐇ習Ⅰ・Ⅱ䠈ᆅ⌫科学ᐇ㦂䠈ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ー

ク）をಟ得䛧䛶得䛯単位は䠈高୍✀ච（理科）取得䛻ᚲせ䛺合計㻡㻥単位䛻は算入䛷䛝䛺いの䛷ὀពすること。

ᤵᴗ科目

単

位

数

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

化学・生命系学科

㻯

A㻗B㻗㻯の

21科目か䜙

2科目

4単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

㻯

A㻗B㻗㻯の21科目か䜙

4科目㻤単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

B B

A A

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

物

理

学

化

学

生

物

学

ᆅ

学

物

理

学

ᐇ

㦂

・

化

学

ᐇ

㦂

・

生

物

学

ᐇ

㦂

・

ᆅ

学

ᐇ

㦂

䪮
䝁

ン

䝢

䩨

䩻

䝍

ά

用

を

ྵ

䜐

䦽

䪯

㑅ᢥ

㑅ᢥ

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

䛂ᆅ⌫科学䛃（2単位）䠈

䛂ᆅ⌫システム論Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（2単位）

のい䛪䜜かを㑅ᢥᚲಟ

䈜2

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

（生ែ学ᐇ習Ⅰ・

Ⅱは䝉䝑ト䛷ᒚಟ

すること）

䛂物理ᐇ㦂と化学ᐇ㦂の2科目2単

位䛃䜎䛯は䛂バイ䜸基礎ᐇ㦂1科目2

単位䛃を㑅ᢥᚲಟ

各
学
科
共
通
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4䠉3 数物・電子情報系学科（数理科学教育プログラム䠈物理工学教育プログラム䠈電子情報システム教育プログラム䠈情報工学

教育プログラム） 

 

4䠉3䠉1 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

数物・電子情報系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉3䠉1 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 �䠉�䠉�．数物・電子情報系学科の䛂数学䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 
 

୰୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）

高୍✀ච

（数学）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（数学） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（数学） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（数学） 2 䛀ᚲಟ䛁

線ᙧ代数学Ⅰ 2

線ᙧ代数学Ⅱ 2

代数学Ⅰ 2

代数学Ⅱ 2

䜺ロ䜰理論とᩚ数論 2

ᗄఱ学Ⅰ 2

ᗄఱ学Ⅱ 2

グラ䝣理論 2

ト䝫ロ䝆ー 2

ከᵝ体論 2

図学Ⅰ 2

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス 2

物理数学基礎演習Ⅱ 2

解析学Ⅰ 2

解析学Ⅱ 2

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 2

㛵数論 2

応用数学 2

応用数学演習䠝 2

応用数学演習䠞 2

 度論 2

解析学䊢 2

物理数学演習 2

物理数学基礎演習Ⅰ 2

確率・統計 2

確率䝰デル 2

統計力学 2

量子統計力学 2

統計力学演習 2

計算機䜰ー䜻テク䝏䝱 2

䜰ル䝂䝸䝈ムとデー䝍構造 2

計算理論Ⅰ 2

物理工学ᐇ㦂情報演習Ⅰ 2

㞳ᩓ数学Ⅰ 2

㞳ᩓ数学Ⅱ 2

計算機シ䝭䝳レーシ䝵ン 2

情報ฎ理概論 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

ᤵᴗ科目

単

位

数

数物・電子情報系学科
චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

代

数

学

ᗄ

ఱ

学

解

析

学

確

率

論

、

統

計

学

䝁

ン

䝢

䩨
䩻

䝍

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。） 㑅ᢥ
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4䠉3䠉2 ୰学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（理科）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

数物・電子情報系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉3䠉2 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 4䠉3䠉2．数物・電子情報系学科の䛂理科䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目

୰୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）

高୍✀ච

（理科）
㻨半数᭰を䛖 ሙ合㻪

୰➼教科教育ἲⅠ（理科） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（理科） 2

୰➼教科教育ἲ䊢（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

୰➼教科教育ἲ䊣（理科） 2 䛀ᚲಟ䛁

力学Ⅰ 2

基礎力学Ⅰ 2

熱力学 2

基礎熱力学 2

電磁気学Ⅰ 2

電気磁気学Ⅰ 2

回路理論Ⅰ 2

回路理論 2

力学Ⅱ 2

基礎力学Ⅱ 2

電磁気学Ⅱ 2

電気磁気学Ⅱ 2

量子力学 2

量子力学Ⅰ 2

量子力学Ⅱ 2

電子回路 2

基礎電子回路 2

基礎ไᚚ理論 2

基礎ไᚚ論 2

電磁気学䊢 2

解析力学 2

基礎解析力学 2

量子力学䊢 2

固体物理学 2

計  2

物性物理学 2

㐃⥆体力学 2

基礎化学Ⅰ 2

基礎化学Ⅱ 2

材料無機化学 2

材料有機化学 2

生物のୡ⏺Ⅰ 1

生物のୡ⏺Ⅱ 1

⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞 1

生物科学Ⅰ 2

生物科学Ⅱ 2

ᆅ⌫科学 2

ᆅ⌫システム論Ⅰ 1

ᆅ⌫システム論Ⅱ 1

物理ᐇ㦂 1

電子情報システム基礎ᐇ㦂Ⅰ 2

電子情報システム基礎ᐇ㦂Ⅱ 2

物理工学ᐇ㦂情報演習Ⅱ 2

物理工学ᐇ㦂情報演習䊢 2

化学ᐇ㦂 1

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

生ែ学ᐇ習Ⅰ 1

生ែ学ᐇ習Ⅱ 1

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 2

ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2

㻡㻥 㻡㻥 㻡㻥

䈜䚷こ䜜䜙㻢科目（生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク䠈生ែ学ᐇ習Ⅰ・Ⅱ䠈ᆅ⌫科学ᐇ㦂䠈ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク）

をಟ得䛧䛶得䛯単位は䠈高୍✀ච（理科）取得䛻ᚲせ䛺合計㻡㻥単位䛻は算入䛷䛝䛺いの䛷ὀពすること。

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数

教

科

ཬ
䜃

教

科

の

指

導

ἲ
䛻

㛵

す

る

科

目

教

科

䛻
㛵

す

る

専

門

ⓗ


㡯

物

理

学

化

学

ᆅ

学

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

物

理

学
ᐇ

㦂

・

化

学

ᐇ

㦂
・

生

物

学
ᐇ

㦂

・

ᆅ

学

ᐇ
㦂

䪮
䝁

ン
䝢

䩨
䩻

䝍

ά

用
を

ྵ

䜐

䦽

䪯

㑅ᢥᚲಟ

㻤単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

（生ែ学ᐇ習Ⅰ・

Ⅱは䝉䝑ト䛷ᒚಟ

すること）

䈜

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

䛂ᆅ⌫科学䛃（2単位）䠈

䛂ᆅ⌫システム論Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（2単位）

のい䛪䜜かを㑅ᢥᚲಟ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

生

物

学

䛂生物のୡ⏺Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（2単位）䠈

䛂⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞䛃（1単位）䠈

䛂生物科学Ⅰ・Ⅱの䝉䝑ト䛃（4単位）

のい䛪䜜かを㑅ᢥᚲಟ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ

ᤵᴗ科目

単

位

数

数物・電子情報系学科
චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

䛀ᚲಟ䛁 㑅ᢥᚲಟ

2単位௨ୖ䛀ᚲಟ䛁

 

各
学
科
共
通



20
 

4䠉3䠉3 高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（情報）චチ≧取得の䛯䜑のᒚಟ᮲௳ 

 

数物・電子情報系学科の䛂情報䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目は表 4䠉3䠉3 のと䛚り䛷䛒る。 

 

表 4䠉3䠉3．数物・電子情報系学科の䛂情報䛃の教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目 

 

 

 

�. ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ᤵ⏦ㄳについて 
 

ᮏ学部䛷はẖᖺ䛂数学䠈理科䠈情報䛃の教育චチ≧取得ᕼᮃ⪅の䛯䜑䛻⚄ዉᕝ┴教育ጤဨ会䛻චチ≧ᤵ⏦ㄳのᡭ⥆䛝を

୍ᣓ䛧䛶⾜䛳䛶いるの䛷䠈༞ᴗ䛻චチ≧の取得をᕼᮃする䜒のは䠈㻢 ᭶ୗ᪪䛻⾜䛖୍ᣓ⏦ㄳのᡭ⥆䛝を㢪いฟること。䛯䛰䛧䠈

教育චチ≧をᤵ䛥䜜ることは䠈䛭の䜎䜎す䛠䛻教ဨと䛧䛶᥇用䛥䜜ることをព䛧䛺い。 

䜎䛯䠈୍ᣓ⏦ㄳ䛧䛺いሙ合䛷䜒䠈༞ᴗ後䛻現ఫᡤの各㒔㐨ᗓ┴教育ጤဨ会䛻ಶே⏦ㄳを⾜䛘䜀ᙜヱ教科のචチ≧を取得す

ること䛜䛷䛝る。䛺䛚䠈୍ᣓ⏦ㄳはᶓᅜ❧学䛷取得䛧䛯単位の䜏䛷⾜い䠈学➼䛷取得䛧䛯ㄆ定単位䛜䛒るሙ合は䠈各㒔

㐨ᗓ┴教育ጤဨ会䛻ಶே⏦ㄳを⾜䛖こと。 

  

୰➼教科教育ἲⅠ（情報） 2

୰➼教科教育ἲⅡ（情報） 2

情報社会・

情報理
情報社会理 2

プログラ䝭ング入門䈜 2

プログラ䝭ング演習Ⅱ
䈜 2

情報工学≉ู演習 2

プログラ䝭ング演習Ⅰ 2

プログラ䝭ング 2

䝁ン䝟イラ 2

プログラ䝭ングゝㄒ 2

デー䝍䝃イエンス 2

機械学習 2

プロ䝆䜵クトラーニング
䈜 3

計算理論Ⅱ 2

システムプログラム 2

ឤぬ▱ぬシステム論 2

ே工▱能 2

デー䝍䝧ース 2

集合と位┦ 2

ᬯྕ理論 2

䝃イバー䝣䜱䝆䜹ルネ䝑ト䝽ーク䜰ー䜻テク䝏䝱 2

情報・物理䝉䜻䝳䝸テ䜱 2

⏬ീ・㡢ኌ情報ฎ理 2

こと䜀と論理 2

⮬↛ゝㄒฎ理 2

情報と⫋ᴗ 先端電子情報工学 2

各教科の指導ἲ（情報

機ჾཬ䜃教材のά用を

ྵ䜐。）

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃（表3ཧ↷）と合わ䛫䛯ᚲせ合計単位数 㻡㻥

䈜䚷ᐇ習をྵ䜐

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

情報㏻ಙネ䝑

ト䝽ーク

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

䛀ᚲಟ䛁

䝁ン䝢䝳ー䝍・

情報ฎ理

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

㑅ᢥ

චチἲ⾜つ๎䛻定䜑る

科目༊分➼

単

位

数

数物・電子情報系学科

高୍✀ච

（情報）

䛀ᚲಟ䛁

教

科

ཬ

䜃

教

科

の

指

導

ἲ

䛻

㛵

す

る

科

目

教

科

䛻

㛵

す

る

専

門

ⓗ



㡯

情報システム

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

䝬ル䝏䝯デ䜱䜰

表現・

䝬ル䝏䝯デ䜱䜰

技術

䛀ᚲಟ䛁

䛀ᚲಟ䛁

㑅ᢥ

㑅ᢥ

ᤵᴗ科目




